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地
域
振
興
に
係
る 

補
助
事
業
の
募
集
（
下
期
分
） 

  

（財
）東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、
島
し
ょ
地

域
の
地
域
振
興
に
係
る
事
業
を
行
う
団
体･

グ
ル
ー

プ
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
事
業
費
の
一

部
を
補
助
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。 

 

補
助
の
条
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
対
象
団
体
】 

   

概
ね
５
名
以
上
で
構
成
さ
れ
、
振
興
公
社
が
補

助
す
る
事
業
に
相
応
し
い
計
画
な
ど
を
持
つ
グ

ル
ー
プ
、
団
体 

【
対
象
事
業
】 

①
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

②
地
域
振
興
に
係
る
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業 

③
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育

成
に
関
す
る
事
業 

【
補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
、
１
０
０

万
円
（特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て

は
２
０
０
万
円
）を
上
限
と
す
る
。
な
お
、
視
察

に
関
す
る
も
の
は
、
補
助
の
対
象
と
し
な
い
。 

【
事
業
期
間
】 

   

平
成
17
年
８
月
31
日
ま
で
（
特
に
必
要
と
認

め
ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て
は
最
長
２
年
間
） 

【
提
出
書
類
】 

計
画
書
（
指
定
様
式
）
、
収
支
計
画
書
、
会
の 

 

規
約
、
会
員
名
簿 

※
補
助
交
付
要
綱
は
企
画
課
で
配
布 

【
提
出
期
限
】
９
月
30
日
（木
） 

【
提 

出 

先
】
父
島 

企
画
課 

母
島 

母
島
支
所 

【
注
意
事
項
】 

 
 

振
興
公
社
で
は
、
提
出
さ
れ
た
計
画
書
を
も
と

に
補
助
事
業
の
対
象
と
す
る
か
ど
う
か
審
査･

決

定
し
ま
す
の
で
、
計
画
書
に
は
事
業
の
内
容
、
目

的
お
よ
び
効
果
を
詳
し
く
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

企
画
課 

 
 
 
 

２
―
３
１
２
０ 
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小笠原村の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率

8/26 現在 

父島 

94.2/100 

母島  

97.8/100 

７月気象状況（父島）

最高気温   32.3℃ 

最低気温   22.6℃ 

平均気温   26.9℃ 

平均湿度   85％ 

月降水量   63mm 

住民基本台帳登録者数（８/１） 

            2,353 人 

             父島      母島   

   人口     1,908 人   445 人 

  世帯数    1,041     241 

短期滞在者        4 人      15 人 

ＮＯ．４８８ 

平成 16 年(2004) 

９/１(水) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり

 

 三 宅 島 帰 島 支 援 の義 援 金 の募 集   
 

 平成１２年９月より、約４年間の長きにわたって避難生活が続いている三宅島島民の方々の帰島方針が、

７月２０日に決定し、来年２月の帰島に向け準備が始まっています。 

長い避難生活の間に、島内の住宅は荒れ果て、家財道具もほとんど使用できない状況になっています。 

帰島後も当面は収入も安定せず、これまでの避難生活以上に、厳しい生活を余儀なくされることが予想されます。 

小笠原村では、三宅島島民の方々の帰島の準備および生活再建を支援するため、義援金を募集することと

いたしました。村民の皆様の温かいご支援をよろしくお願いいたします。 
 
【募集期間】 

平成１６年９月１日から平成１６年１１月３０日まで 
 
【受付場所】 

小笠原村役場および母島支所 
（窓口に義援金専用募金箱を設置しています。） 

 

 
 
 
● 問合せ先 小笠原村役場総務課 ２－３１１１  
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「小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
計
画
」 

素
案
に
対
す
る
意
見
の
募
集 

 

 

東
京
都
は
、
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法

に
基
づ
く
「
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
計
画
」
（平
成
16

～
20
年
度
）の
素
案
を
策
定
し
ま
し
た
。 

 

素
案
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、小
笠
原
支
庁
総
務
課
、

母
島
出
張
所
、
村
役
場
企
画
課
お
よ
び
母
島
支
所
の

窓
口
ま
た
は
東
京
都
総
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。 

素
案
に
対
す
る
ご
意
見
を
、
９
月
30
日
（木
）ま
で

に
郵
送
か
電
子
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
本
計
画
策
定
の

参
考
に
さ
れ
ま
す
。 

【
総
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】 

http://w
w
w
.soum

u.m
etro.tokyo.jp/ 

05gyousei/shinkoukaihatsukeikaku/ 

ogasaw
ara-iken.htm

 

【
意
見
送
付
先
】 

《
郵
送
》 

〒
１
６
３
―
８
０
０
１ 

東
京
都
総
務
局
行
政
部
振
興
企
画
課 

《
電
子
メ
ー
ル
》 

S0000020@
section.m

etro.tokyo.jp 

 

●
問
合
せ
先 

企
画
課 

 
 
 
 

２
―
３
１
２
０ 

 

村
民
意
見
・
提
案
・
相
談
受
付
窓
口 

 

今
月
の
村
民
意
見
・
提
案
・
相
談
受
付
窓
口
は
、

９
月
29
日
（水
）に
開
設
し
ま
す
。 

 

相
談
日
以
外
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

【
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分 

【
場
所
】
父
島 

村
民
課
住
民
係 

母
島 

母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

９
月
は
ポ
ン
コ
ツ
車
の
島
外
搬
出
月 

 
 

自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
原
付
、
古
タ
イ
ヤ
の
島

外
搬
出
を
奇
数
月
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

古
タ
イ
ヤ
以
外
は
、
す
べ
て
事
前
予
約
が
必
要
で

す
。
予
約
は
先
着
順
に
受
け
付
け
、
一
定
数
に
達
し

た
時
点
で
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。
搬
出
を
予
定
さ

れ
て
い
る
方
は
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。  

予
約
の
な
い
車
両
の
搬
出
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。 

搬
出
当
日
の
岸
壁
は
狭
く
危
険
な
た
め
、
車
両
搬

出
以
外
の
目
的
で
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

【
申
込
期
限
】
９
月
17
日
（金
） 

 
 

次
回
以
降
の
搬
出
は
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。 

【
予 
定 

日
】
９
月
下
旬 

 
 

搬
出
予
定
日
等
は
村
掲
示
板
お
よ
び
防
災
無
線 

 
 

 

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
環
境
衛
生
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

環
境
省
「エ
コ
ツ
ア
ー
総
覧
」 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設 
 

環
境
省
で
は
、
全
国
の
エ
コ
ツ
ア
ー
や
環
境
配
慮

の
取
組
み
な
ど
の
情
報
を
紹
介
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
ま
し
た
。
全
国
の
エ
コ
ツ
ア
ー
や
宿
泊
施

設
、
交
通
機
関
の
情
報
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
情
報
登

録
も
無
料
で
で
き
ま
す
。 

小
笠
原
で
エ
コ
ツ
ア
ー
や
環
境
配
慮
へ
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
の
方
は
、
ぜ
ひ
と
も
登
録

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

【
エ
コ
ツ
ア
ー
総
覧
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】 

 
http://ecotourism

.jp 
 

●
問
合
せ
先 

 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係 

 

２
―
３
１
１
４ 

村
営
バ
ス
新
ダ
イ
ヤ
・
コ
ー
ス 

 

【
新
ダ
イ
ヤ
・コ
ー
ス
に
よ
る
運
行
】 

 
 

村
営
バ
ス
は
、
今
月
か
ら
新
し
い
ダ
イ
ヤ
お
よ

び
コ
ー
ス
に
よ
る
運
行
を
開
始
し
ま
す
。 

 
 

新
ダ
イ
ヤ
の
主
な
特
徴
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

《
扇
浦
線
と
循
環
線
を
続
け
て
回
り
ま
す
》 

 
 

た
だ
し
、
扇
浦
線
コ
ー
ス
で
は
、
従
来
経
由
し

て
い
た
診
療
所
、
小
中
学
校
を
経
由
し
ま
せ
ん
。   

診
療
所
、
小
中
学
校
へ
は
循
環
線
コ
ー
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
、

循
環
線
コ
ー
ス
を
運
行
し
な
い
便
が
あ
り
ま
す
。 

《
循
環
線
の
便
数
が
少
な
く
な
り
ま
す
》 

循
環
線
コ
ー
ス
の
運
行
間
隔
が
概
ね
１
時
間

10
分
～
１
時
間
30
分
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。 

《
乗
り
降
り
が
自
由
な
区
間
を
拡
大
し
ま
し
た
》 

停
留
所
以
外
で
乗
り
降
り
で
き
る
区
間
を
大
幅

に
拡
大
し
ま
し
た
。 

《
遅
く
ま
で
利
用
で
き
ま
す
》 

休
日
は
、
小
港
海
岸
発
の
最
終
便
を
こ
れ
ま
で

よ
り
約
１
時
間
遅
ら
せ
、
午
後
５
時
30
分
発
に
し

ま
し
た
。 

 

【
休
日
ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
】 

 
 

よ
り
多
く
の
方
に
村
営
バ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ

く
た
め
、
休
日(

土
・日
・祝)

に
限
り
、
ワ
ン
コ
イ

ン
サ
ー
ビ
ス(

大
人
１
０
０
円
・
小
人
50
円)

を
実

施
し
ま
す
。
休
日
は
自
動
車
の
ご
利
用
を
控
え
、

ぜ
ひ
村
営
バ
ス
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

《
実
施
期
間
》
９
月
４
日
か
ら
11
月
28
日
の
間

の
土
・日
曜
日
お
よ
び
祝
日 

《
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
》 

○
休
日
ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
は
村
民
の
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

○
回
数
券
・
１
日
乗
車
券
で
の
乗
車
は
、
サ
ー

ビ
ス
の
適
用
外
と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所 

 
 
 
 

２
―
３
９
８
８ 

産
業
観
光
課
企
業
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
４ 

２
０
０
４
小
笠
原
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

  

村
主
催
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
も
今
年
で
10
回

目
と
な
り
ま
す
。 

入
賞
し
た
作
品
は
３
年
間
、
観
光
Ｐ
Ｒ
用
と
し
て

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

応
募
期
間
は
11
月
１
日
（月
）ま
で
で
す
。 

詳
細
は
、
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
村
役

場
お
よ
び
観
光
協
会
に
置
い
て
あ
る
募
集
要
綱
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

               

●
問
合
せ
先 

 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係 

 

２
―
３
１
１
４ 

 

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
プ
ー
ル
に
無
断
で
入
ら
な
い
で
！ 

 

最
近
、
父
島
の
小
・中
学
校
の
プ
ー
ル
に
夜
間
、
侵

入
さ
れ
る
事
件
が
２
件
発
生
し
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
事
件
が
起
き
る
と
、
場
合
に
よ
っ
て

は
、
水
の
入
れ
替
え
や
水
質
検
査
が
必
要
と
な
る
た

め
、
水
泳
の
授
業
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

今
後
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
再
び
起
こ
ら
な
い
よ

う
、
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 昨年度デジカメ部門入選作品 

 撮影者 宮川 佳美 
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◎
ス
ポ
ー
ツ
選
手
ふ
れ
あ
い
指
導
事
業
（野
球
教
室
） 

 
文
部
科
学
省
・
（財
）日
本
体
育
協
会
「
子
ど
も
体

力
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
ス
ポ
ー
ツ
選
手
ふ
れ
あ
い

指
導
事
業
（野
球
教
室
）
を
小
・
中
学
生
を
対
象
に
行

い
ま
す
（見
学
は
ど
な
た
で
も
可
能
で
す
。）。 

申
込
手
続
き
は
、
学
校
を
通
じ
て
ご
案
内
し
ま
す
。 

【
目
的
】 

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
豊
か
な
経
験
と
卓
越
し

た
技
術
を
も
と
に
、
子
ど
も
た
ち
に
講
話
や
実
技

指
導
を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
が
本
来
持
つ
体
を
動
か

す
こ
と
の
楽
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
う
。 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》 

９
月
18
日
（土
）
午
前
８
時
30
分
～
11
時 

 

《
場
所
》
母
島
小
中
学
校
校
庭 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》 

９
月
18
日
（土
）
午
後
３
時
～
５
時
30
分 

 

《
場
所
》
小
笠
原
小
・中
学
校
校
庭 

 
 ◎

愛
ら
ん
ど
リ
ー
グ
２
０
０
４ 

父
島
キ
ッ
カ
ー
ズ
第
３
位
！ 

 

７
月
24
日
、
25
日
に
大
島
に
お
い
て
、
「愛
ら
ん

ど
リ
ー
グ
２
０
０
４ 

サ
ッ
カ
ー
大
会
」が
開
催
さ
れ
、

父
島
、
母
島
を
は
じ
め
、
伊
豆
諸
島
を
含
め
た
全
12

チ
ー
ム
で
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

小
笠
原
の
子
供
た
ち
は
健
闘
し
、
父
島
キ
ッ
カ
ー

ズ
は
、
第
３
位
と
い
う
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
三
冠
王
は
誰
だ
？  

（キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
ス
ラ
ロ
ー

ム
競
争
）で
は
、
父
島
キ
ッ
カ
ー
ズ
の
加
納
潤
君
が 

見
事
三
冠
王
に
輝
き
ま
し
た
。 

【
大
会
順
位
】 

 
 

第
３
位 

父
島
キ
ッ
カ
ー
ズ 

 
 

第
８
位 

母
島
マ
リ
ー
ン
ズ 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

小
笠
原
小･

中･

高
連
合
運
動
会 

 

【
日
時
】
10
月
９
日
（土
） 

午
前
８
時
50
分
～
午
後
２
時
40
分 

※
雨
天
の
場
合
は
11
日
（月
）に
延
期 

【
場
所
】
小
笠
原
小
・
中
学
校
校
庭 

【
一
般
参
加
種
目
に
つ
い
て
】 

○
徒
競
走
（１
０
０
ｍ
） 

○
職
場
対
抗
リ
レ
ー
（男
女
別
６
人
１
チ
ー
ム
） 

○
地
域
・
職
域
対
抗
綱
引
き
（
男
女
混
合
12
人

１
チ
ー
ム
） 

《
申
込
方
法
》 

教
育
委
員
会
で
配
布
し
て
い
る
申
込
用
紙
を

10
月
５
日
（火
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

申
し
込
み
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
、
当
日
の

受
け
付
け
も
行
な
い
ま
す
（
徒
競
走
は
９
時
ま
で
、

綱
引
き
・
リ
レ
ー
は
９
時
30
分
ま
で
）
。 

《
申
込
先
》
教
育
委
員
会 

２
ー
３
１
１
７ 

【
大
玉
送
り
、
南
洋
踊
り
に
つ
い
て
】 

○
小
・
中
・
高
校
生
と
地
域
の
方
も
ご
参
加
い
た

だ
く
「大
玉
送
り
」を
企
画
し
て
い
ま
す
。 

午
前
10
時
45
分
ご
ろ
開
始
し
ま
す
。 

○
午
前
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
、
小
学
生
と
村

民
の
方
々
で
、
南
洋
踊
り
を
踊
り
ま
す
。 

【
注
意
事
項
】 

《
参
観
に
つ
い
て
》 

○
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

○
飲
酒
に
つ
い
て
は
、
学
校
行
事
で
す
の
で
お

控
え
く
だ
さ
い
。 

《
テ
ン
ト
設
営
に
つ
い
て
》 

○
校
庭
内
に
車
を
乗
り
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

○
決
め
ら
れ
た
場
所
に
設
営
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
組
み
立
て
は
、
当
日
の
午
前
７
時
か
ら
行
っ
て

く
だ
さ
い
。 

○
前
日
に
搬
入
す
る
場
合
は
、
午
後
３
時
か
ら
５

時
ま
で
に
フ
ェ
ン
ス
側
に
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

○
閉
会
式
後
に
片
づ
け
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
校 

 
 

２
―
２
３
４
６ 

学 

校 

公 

開 
 

小
学
校
で
の
児
童
の
様
子
や
授
業
を
参
観
す
る
こ

と
で
小
笠
原
小
学
校
の
特
色
あ
る
教
育
活
動
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、学
校
公
開
を
行
な
い
ま
す
。 

【
日
時
】
９
月
15
日
（水
）～
17
日
（金
） 

午
前
８
時
～
午
後
３
時
30
分 

※
水
曜
日
は
午
後
０
時
20
分
ま
で 

【
受
付
】
職
員
玄
関 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
小
学
校 

 

２
―
２
０
１
２ 

 

求
人
・
求
職
情
報
掲
示
板
の
設
置 

 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
（父
島
）で
は
、
求

人
・
求
職
の
情
報
を
手
軽
に
村
民
の
方
々
へ
提
供
で

き
る
よ
う
に
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
玄
関
に
掲
示
板

を
用
意
し
ま
し
た
。 

掲
示
を
希
望
す
る
方
は
、
指
定
の
用
紙
に
記
入
し
、

自
由
に
掲
示
板
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
指
定
の
用
紙

は
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
用
意
し
て
い
ま
す
。 

【
注
意
事
項
】 

 

①
掲
示
期
間
は
、
掲
示
を
開
始
し
た
日
か
ら
１
か

月
間
で
す
。 

②
掲
示
内
容
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
直

接
掲
示
者
へ
お
願
い
し
ま
す
。 

 

③
掲
示
物
に
よ
り
発
生
し
た
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

は
、
当
協
議
会
は
一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。 

 
●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
民
生
委
員
・ 

児
童
委
員
協
議
会
事
務
局 

  

２
―
３
９
３
９ 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
７
月
24
日
～
８
月
８
日 

○
Ｔ
Ｓ
Ｌ
打
合
せ 

○
東
京
都
町
村
会
臨
時
総
会
出
席
等 

○
国
、
都
各
部
局
打
合
せ 

○
行
政
視
察 

 

な
ど 

     

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

 

９
月
21
日
（
火
）か
ら
30
日
（
木
）
ま
で
の
10
日

間
「
お
も
い
や
り 

人
に
車
に 

こ
の
街
に
」
メ
イ
ン

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
行
な

わ
れ
ま
す
。 

運
動
重
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 ①
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止 

②
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止 

③
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
対
策
の
推
進 

④
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底 

 

ま
た
、
小
笠
原
警
察
署
と
海
上
保
安
署
と
の
合
同

の
海
上
安
全
対
策
を
と
り
ま
す
。 

海
上
保
安
署
の
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
海
難

ゼ
ロ
へ
の
願
い
」
で
す
。 

運
動
重
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 ①
自
己
救
命
策
の
確
保 

②
携
帯
電
話
に
よ
る
通
信
手
段
の
確
保 

③
海
の
緊
急
電
話
番
号
「
１
１
８
」
の
活
用 

 

◎
各
種
交
通
取
締
り
推
進
中 

 

小
笠
原
警
察
署
管
内
で
は
、
人
身
交
通
事
故
が
、

す
で
に
昨
年
の
年
間
件
数
に
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
在
、
各
種
の
交
通
取
締
り
を
推
進
中
で
す
。 

ま
た
、
小
笠
原
青
少
年
育
成
協
議
会
の
協
力
の
も

と
に
、
小
・
中
学
校
の
通
学
路
に
対
し
て
の
安
全
対

策
や
、
夜
間
に
お
け
る
飲
酒
運
転
の
取
締
ま
り
を
強

力
に
推
進
し
、
海
上
保
安
署
員
と
の
編
成
に
よ
る
合

同
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、
各
種
の
安
全
講
習
会
を
行
な
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。 

事
故
の
な
い
小
笠
原
村
に
す
る
た
め
、
村
民
の
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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◎
３
世
代
親
と
子
の
交
通
安
全
教
室
・ 

自
転
車
交
通
パ
レ
ー
ド
の
実
施 

 

交
通
安
全
教
室
で
は
、
最
初
に
自
転
車
を
点
検
し

安
全
を
確
認
後
、
技
能
走
行
を
実
施
し
て
、
バ
ラ
ン

ス
感
覚
を
養
う
訓
練
を
行
な
い
ま
す
。 

技
能
走
行
終
了
後
に
は
、
湾
岸
通
り
を
海
上
自
衛

隊
前
ま
で
パ
レ
ー
ド
す
る
実
技
走
行
を
行
な
い
ま
す
。 

な
お
、
交
通
安
全
教
室
の
参
加
者
に
は
、
安
全
走

行
の
認
定
証
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。 

【
日
時
】
９
月
18
日
（土
） 

午
前
９
時
～
11
時
30
分
ご
ろ 

【
場
所
】 

《
交
通
安
全
教
室
》
奥
村
運
動
場 

《
パ

レ

ー

ド
》
湾
岸
通
り 

（
奥
村
運
動
場
～
海
上
自
衛
隊
前
） 

【
そ
の
他
】 

 

○
自
転
車
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
持
参
で
き
な

い
方
に
は
貸
し
出
し
い
た
し
ま
す
。
）
。 

 

○
オ
ー
ト
バ
イ
所
有
の
方
は
、
パ
レ
ー
ド
の
み
の

参
加
も
で
き
ま
す
。 

 

小

笠

原

警

察

署 

小

笠

原

海

上

保

安

署 

小
笠
原
交
通
安
全
協
会 

小
笠
原
青
少
年
育
成
協
議
会 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
９
月
の
「
母

島
巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
９
月
６
日
（月
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
特
設
展 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
特
設
展
「
小
笠
原
の

イ
ル
カ
・
ク
ジ
ラ
組
木
と
写
真
の
展
示
会 

―
加
藤
孝

志
・
稲
生
閑
夫
二
人
展
―
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

【
期
間
】
９
月
中
旬
～
10
月
中
旬 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開

催
し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
予
約
が
必
要
で
す
。） 

 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（
１
コ
マ
40
分
以
内
） 

 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
９
月
23
日
（木
）
午
後
７
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
９
月
24
日
（金
）
午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 

月
～
金
曜
日 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
８
１
―
１
５
１
１ 

    

小
笠
原
高
校
公
開
講
座 

 

小
笠
原
高
等
学
校
に
よ
る
村
民
向
け
の
公
開
講
座

を
開
催
し
ま
す
。 

【
講
座
名
】
源
氏
物
語
初
め
て
講
座 

【
講
師
】
副
校
長 

網
谷 

厚
子 

 
 
 
 

国
語
科 

口
石 

祥
二
、
小
山 

秀
高 

【
日
程
】
全
５
回 

①
10
月
15
日
（金
） 

②
11
月
12
日
（金
） 

③
12
月
10
日
（金
） 

④  

１ 
  

月
14
日
（金
） 

⑤  

２ 
 

  

月
18
日
（金
） 

【
時
間
】
午
後
６
時
～
８
時 

【
場
所
】
小
笠
原
高
等
学
校 

【
対
象
】
18
歳
以
上
の
方 

【
定
員
】
20
名
（希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

【
費
用
】
千
円 

【
申
込
方
法
】
往
復
ハ
ガ
キ
に
①
住
所
、
②
氏
名
、

③
性
別
、
④
年
齢
、
⑤
電
話
番
号
を
明
記
の
う

え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
限
】
９
月
15
日
（水
）
必
着 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
等
学
校 

 
 
 
 

２
―
２
３
４
６ 

 

小
型
船
舶
操
縦
士
免
許 

お
よ
び
更
新
・
失
効
講
習
の
実
施 

 

【
日
程
】 

《
小
型
船
舶
一
級
５
ト
ン
限
定
》 

 
 
 

10
月
９
日
（土
）～
11
月
３
日
（水
） 

《
小
型
船
舶
一
級
５
ト
ン
進
級
》 

 
 
 

10
月
20
日
（水
）～
24
日
（日
） 

《
更
新
・
失
効
講
習
》 

10
月
８
日
（金
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

【
申
込
期
間
】
９
月
６
日
（月
）～
22
日
（水
） 

 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

（株
）小
笠
原
マ
リ
ン 

 
 
 

２
―
２
９
１
７ 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室
よ
り 

 

◎
都
立
図
書
館
の
本
も
利
用
で
き
ま
す 

 

都
立
中
央
・
多
摩
図
書
館
の
本
が
借
り
ら
れ
ま
す
。 

父
島
図
書
室
に
無
い
本
を
借
り
た
い
と
き
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

毎
月
20
日
ま
で
に
申
し
込
み
い
た
だ
く
と
、
翌
月

初
旬
に
本
が
届
き
し
だ
い
貸
出
し
で
き
ま
す
。
１
人

５
冊
以
内
、
約
２
週
間
ま
で
借
り
ら
れ
ま
す
（
12
月

に
限
り
、
申
し
込
み
は
10
日
締
切
り
と
な
り
ま
す
。
）。 

図
書
受
付
に
あ
る
都
立
図
書
館
図
書
貸
出
申
請
書

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
都
立
図
書
館
に
１
冊
だ
け
し
か
所
蔵
し
て
い
な
い

貴
重
な
本
で
す
の
で
、
取
り
扱
い
に
は
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。 

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
自
宅
か
ら
も
蔵
書
検
索
が

で
き
ま
す
。 

（http://w
w
w
.library.m

etro.tokyo.jp/

） 
 

◎
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

 

調
べ
た
い
こ
と
、
わ
か
ら
な
い
事
が
あ
る
と
き
は
、

図
書
受
付
に
あ
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
受
付
用
紙
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

司
書
が
必
要
な
資
料
や
情
報
を
見
つ
け
る
お
手
伝

い
を
い
た
し
ま
す
。
必
要
が
あ
れ
ば
都
立
図
書
館
に

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
お
願
い
を
し
ま
す
。 

回
答
に
は
、
数
日
か
ら
１
週
間
前
後
の
時
間
が
か

か
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
】 

○
グ
リ
ー
ン
ペ
ペ
は
な
ぜ
光
る
の
か
？ 

○
韓
国
語
会
話
の
入
門
書 

○
ム
カ
デ
に
刺
さ
れ
た
時
の
手
当
て
の
仕
方 

○
自
然
現
象
の
名
前
を
調
べ
た
い 

 

な
ど 

※
都
立
中
央
図
書
館
資
料
相
談
係
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

は
、
電
話
、
電
子
メ
ー
ル
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。 

（
電
話 

０
３
―
３
４
４
２
―
８
４
５
１
） 

 

●
問
合
せ
先 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室 

２
―
２
９
１
１ 
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太
平
洋
芸
術
祭
と 

南
洋
踊
り
に
関
す
る
研
究
会 

 

７
月
22
日
か
ら
31
日
に
か
け
て
、
パ
ラ
オ
共
和

国
で
、
太
平
洋
諸
国
27
の
国
と
地
域
が
参
加
し
、
第

９
回
太
平
洋
芸
術
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

小
笠
原
か
ら
も
南
洋
踊
り
保
存
会
の
有
志
８
名
が

参
加
し
、特
別
出
演
と
し
て
南
洋
踊
り
を
披
露
し
て
、

パ
ラ
オ
の
人
た
ち
と
交
流
す
る
機
会
を
持
ち
ま
し
た
。 

 
 

そ
の
報
告
を
は
じ
め
、
南
洋
踊
り
と
関
係
が
深
い

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
諸
地
域
の
行
進
踊
り
の
現
状
を
知
り
、

今
後
の
南
洋
踊
り
の
発
展
に
つ
い
て
考
え
る
研
究
会

を
開
催
し
ま
す
。 

【
日
時
】
９
月
12
日
（日
）
午
後
１
時
30
分
～
５
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
内
容
】 

 

○
太
平
洋
芸
術
祭
に
つ
い
て 

○
太
平
洋
芸
術
祭
で
の
南
洋
踊
り
公
演
と
交
流 

 

○
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
行
進
踊
り
と
日
本
語
の
歌
に

つ
い
て 

 

○
今
後
の
南
洋
踊
り
に
つ
い
て 

【
発
表
者
】
南
洋
踊
り
保
存
会 

 
 
 
 
 

小
西 

潤
子
（
静
岡
大
学
） 

 

●
問
合
せ
先 

南
洋
踊
り
保
存
会 

（村
役
場 

坂
本
）
２
―
３
１
１
２ 

             

     

小
笠
原
村
住
民
健
診 

 

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
を
し

て
い
る
30
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
小
笠
原
村
住
民

健
診
を
実
施
し
ま
す
。 

実
施
日
お
よ
び
予
約
の
受
付
け
な
ど
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
10
月
号
の
村
民
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

 【
実
施
予
定
日
】 

《
母
島
》
11
月
８
日
（月
）、
９
日
（火
） 

《
父
島
》
11
月
11
日
（木
）、
12
日
（金
）、 

13
日
（土
）、
14
日
（日
） 

 

●
問
合
せ
先 
健
康
福
祉
課 

 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

大
腸
が
ん
検
診 

 

【
対
象
者
】
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
40
歳

以
上
の
方 
 

【
検
査
方
法
】
検
便
に
よ
る
便
潜
血
検
査 

 

【
費 

用
】
無
料 

 

【
申
込
期
限
】
９
月
17
日
（金
） 

検
体
容
器
や
質
問
票
な
ど
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

直
接
、
申
込
先
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
申
し
込

み
は
、
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

父
島 

健
康
福
祉
課 

 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島  

母
島
支
所
庶
務
係 

 

３
―
２
１
１
１ 

   

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

 
 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。
６
歳

未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
か
月
、
９
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】 

《
日
時
》
９
月
９
日
（木
）
午
後
２
時
～
４
時 

（
受
付
は
２
時
～
２
時
30
分
） 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

【
母
島
】
※
今
月
は
歯
科
健
診
も
行
な
い
ま
す
。 

《
日
時
》
９
月
28
日
（火
）
午
後
２
時
～
４
時 

（
受
付
は
２
時
～
２
時
30
分
） 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階 

 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課 

 
 

２
―
３
９
３
９ 

                     

専
門
診
療 

 

【
眼
科
（北
里
大
学
病
院
）】 

《
日
程
》 

○
父
島 

９
月
６
日
（月
）、
８
日
（水
）、 

９
日
（木
） 

○
母
島 

９
月
10
日
（金
）、
11
日
（土
） 

 
 

※
10
日
は
午
後
の
み 

 

【
産
科
・
婦
人
科
（巻
石
堂
病
院
）】 

《
日
程
》 

 
 

○
母
島 

９
月
18
日
（土
） 

○
父
島 

９
月
20
日
（月
）、
21
日
（火
）、 

22
日
（水
）、
24
日
（金
） 

 
 

※
20
日
、
21
日
、
24
日
は
午
前
の
み 

 

【
受
付
時
間
】 

 
 

午
前 

８
時
30
分
～
11
時 

 
 

午
後 

１
時
30
分
～
３
時
30
分 

 

【
場
所
】 

《
父
島
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
母
島
》
母
島
診
療
所 

 

【
注
意
事
項
】 

 

○
眼
科
の
検
査
は
、
一
般
的
に
長
い
時
間
を
要
し

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

○
産
科
・
婦
人
科
診
療
で
、
診
療
日
程
以
外
の
日

に
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 

講
演
会 

「
産
婦
人
科
外
来
で
扱
う
疾
患
に
つ
い
て
」 

 
 【

日
時
】
９
月
21
日
（火
）
午
後
７
時
～ 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
講
師
】
巻
石
堂
病
院
医
師 

松
尾 

邦
彦 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 
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―  健康福祉課  ―   

―  第 ６１ 号  ―   

 

 
 

今月は、≪住民健診に行こう！～Part１～≫です。 

今年の住民健診は、11 月上旬を予定しています。 

『健康のありがたさを認識する場』として、年に 1 回以上は 

健診を受け、生活習慣病の予防と早期発見に努めましょう。 

 

 

 
 
 

◎大腸がんの検査について 
 

【便潜血反応検査】  

まず、便を採取し、便に含まれる潜血（肉眼では見えない血液）を調べます。潜血反応があった場合は「陽性」、   

ない場合は「陰性」となります。 

《陽性の場合》 

「陽性」となるのは、大腸がん以外に、痔による出血、潰瘍性大腸炎、ポリ－プからの出血、胃潰瘍や十二指腸潰

瘍などの可能性があります。さらに、鼻血を飲み込んだ場合でも「陽性」になることがあります。 

「陽性」＝「大腸がん」ではありませんが、念のため精密検査（注腸Ｘ線検査、内視鏡検査など）を受けましょう。 

《陰性の場合》 

引き続き、年に１回の定期検診を受けることをお勧めします。大腸がんは、初期段階では症状が出ないことも多

いのですが、もし、「便秘と下痢を繰り返す」「排便の習慣が変わった」「便が細くなった」「膨満感（お腹が張る感じ）」

「腹痛」「便に血液が付いていた」など、気になる症状があれば、速やかに受診しましょう。 

【精密検査】 

《注腸Ｘ線検査》 

 肛門から大腸にバリウムと空気を入れて大腸をふくらませて、大腸の粘膜や形態の異常の有無をＸ線検査で調べ

ます。胃の検査の時のように、台を動かしたり、体を動かしたりして大腸を観察しながらＸ線撮影をします。 

《大腸内視鏡検査》 

    肛門からファイバースコープ（内視鏡）を大腸に挿入し、大腸の中を直接見ながら観察し、撮影を行います。 

必要時、大腸の一部を採取する「生検」を行なう場合もあります。 
 

小笠原村「大腸がん健診」では、まず「便潜血反応検査」を行ない、さらに必要な方に「注腸Ｘ線検査」をお勧めしてい

ます。小笠原村の住民の方で、40 歳以上であれば、無料でこの検査を受けることができますので、ぜひこの機会をご

利用ください。 
 

◎がん予防 12 か条 
 

１． バランスの取れた食事を心がけましょう。（様々な栄養素をまんべんなく、1 日 30 品目を目標にしましょう。） 

２． 毎日の食生活に変化をつけましょう。（好きなものばかり食べないで、季節季節の色々な料理を楽しむことです。） 

３． 食べすぎず、脂肪は控えめに。（早食いをしない、間食を控えるなどがコツです。） 

４． アルコールはほどほどに。（日本酒なら 1 合、ビールなら 1 本、ウイスキーならダブル 1 杯位が適量。1 週間 

に 2 日位は休肝日を！） 

５． 禁煙を。（タバコはあらゆる生活習慣病の原因となります。） 

６． 適量のビタミンをとりましょう。（緑黄色野菜などは細胞のがん化を防ぐ抗酸化作用があるとされています。） 

７． 塩辛いもの、熱いものは避ける。（塩分の濃い食事は胃がんの、熱い食事は食道がんの原因となります。） 

８． 焼け焦げの部分は避ける。（魚や肉の焼けこげには発がん物質が含まれると言われています。） 

９． カビの生えたものに要注意。（カビの中には発がん物質を出すものがあります。） 

10．日光浴もほどほどに。（紫外線を浴びすぎると皮膚がんの原因となります。） 

11．適度な運動をする。（運動はあらゆる生活習慣病予防の基本中の基本です。） 

12．身体を清潔に保ちましょう。（不潔にしていると陰茎がんや子宮がんの原因となり得ます。お風呂に入ることは、 

ストレス解消や快適な睡眠などにも効果があり、様々な形でがん予防に役立ちます。） 

大腸がん検診の受付は 
 
 

      9 月 17 日（金）までです 

イコール 
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世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

「
世
界
遺
産
の
話
っ
て
ど
う
な
っ
て
る
の
？
」 

  

小
笠
原
諸
島
が
世
界
自
然
遺
産
の
候
補
地
に
選
定

さ
れ
て
１
年
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
。
村
で
は
、
世

界
遺
産
登
録
・
推
薦
へ
の
動
き
に
つ
い
て
、
随
時
、

村
民
の
皆
さ
ん
に
情
報
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
１
回
目
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
経
過
を
整
理
し
て
お
き
ま
す
。 

 

【
世
界
遺
産
っ
て
何
？
】 

 

世
界
遺
産
と
は
、
地
球
上
の
貴
重
な
自
然
地
域
や

文
化
財
な
ど
を
「
人
類
共
通
の
貴
重
な
財
産
」
と
し

て
、
将
来
の
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
を
目
的

に
、
ユ
ネ
ス
コ
（国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
）の
世
界

遺
産
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
た
も
の
を
い
い
ま
す
。 

今
年
の
７
月
現
在
、
自
然
遺
産
が
１
５
４
件
、
文

化
遺
産
が
６
１
１
件
、
両
者
を
兼
ね
備
え
た
複
合
遺

産
が
23
件
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

例
え
ば
、
世
界
遺
産
で
あ
る
屋
久
島
の
自
然
は
、

屋
久
島
の
人
々
や
日
本
人
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、

世
界
の
人
々
に
と
っ
て
も
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
次

世
代
へ
引
き
継
ぐ
べ
き
財
産
と
し
て
、
世
界
的
に
認

め
ら
れ
、
保
護
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
は
、
人
類
共
通
の

財
産
で
あ
る
こ
と
を
世
界
中
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
同

時
に
、
そ
れ
を
保
護
・
継
承
し
て
い
く
責
任
も
持
つ

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

【
な
ぜ
小
笠
原
が
候
補
地
に
な
っ
た
の
？
】 

 

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
に
は
、
世
界
的
に
見
て

類
ま
れ
な
価
値
が
あ
り
、
ユ
ネ
ス
コ
が
定
め
る
「
登

録
基
準
」
を
１
つ
以
上
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

さ
ら
に
、
そ
れ
を
将
来
に
わ
た
っ
て
保
護
す
る
し

く
み
（
保
護
担
保
措
置
）
が
必
要
で
す
。 

昨
年
５
月
に
国
の
「
世
界
自
然
遺
産
候
補
地
に
関

す
る
検
討
会
」
が
開
催
さ
れ
、
富
士
山
や
日
高
山
脈

な
ど
、
日
本
の
自
然
を
代
表
す
る
19
の
地
域
に
つ
い

て
、
世
界
自
然
遺
産
の
登
録
基
準
に
適
合
す
る
か
ど

う
か
の
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
学
術
的
・
専
門
的
な
観
点
か
ら
、
基

準
を
ク
リ
ア
す
る
可
能
性
が
高
い
地
域
と
し
て
「
知

床
」「
小
笠
原
諸
島
」「
琉
球
諸
島
」
の
３
地
域
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
際
、
小
笠
原
は
次
の
３
つ
の
基

準
で
適
合
可
能
性
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。 

①
生
態
系 

海
洋
島
を
特
徴
づ
け
る
独
特
の
島
嶼
生

態
系
を
有
し
て
い
る
。 

②
自
然
景
観 

変
化
に
富
ん
だ
景
観
や
美
し
い
海
中

景
観
が
見
ら
れ
る
。 

③
生
物
多
様
性 

多
く
の
固
有
種
、
希
少
種
の
生
息

地
、
海
洋
生
物
の
多
様
性
に
富
ん
で
い
る
。 

 

【
す
ぐ
に
登
録
さ
れ
な
い
の
？
】 

 

私
た
ち
が
身
近
に
接
し
て
い
る
小
笠
原
の
自
然
が
、

「
世
界
的
に
類
ま
れ
な
価
値
が
あ
る
」
と
評
価
さ
れ

た
訳
で
す
が
、
今
す
ぐ
ユ
ネ
ス
コ
に
推
薦
で
き
る
状

況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

昨
年
の
国
の
検
討
会
で
は
、「
今
後
、
社
会
的
条
件

も
含
め
て
さ
ら
に
調
整
・
検
討
を
行
っ
た
う
え
で
、

見
込
み
の
つ
い
た
地
域
か
ら
推
薦
す
る
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
小
笠
原
の
場
合
は
「
移
入
種
対
策

を
早
急
に
講
じ
る
必
要
が
あ
る
」「
最
も
重
要
な
地

区
の
一
部
は
、
い
ま
だ
十
分
な
保
護
担
保
措
置
が
取

ら
れ
て
い
な
い
」
こ
と
が
特
に
検
討
課
題
と
し
て
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

登
録
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
検
討
課
題
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
対
応
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

【
登
録
の
可
能
性
は
？
】 

 

世
界
遺
産
の
う
ち
自
然
遺
産
の
審
査
は
非
常
に
厳

し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
で
み
る
と
、

各
国
が
推
薦
し
た
候
補
地
の
う
ち
登
録
さ
れ
る
も
の

は
５
割
前
後
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

日
本
か
ら
は
今
年
の
１
月
に
「
知
床
」
が
推
薦
さ

れ
、７
月
に
現
地
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
際
、

調
査
員
は「（
世
界
自
然
遺
産
は
）非
常
に
特
別
な『
世

界
の
不
思
議
』
と
い
う
場
所
が
登
録
さ
れ
る
」
と
し

て
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ
を
示
し
て
い
ま
す
。 

小
笠
原
の
場
合
、
多
く
の
固
有
種
・
希
少
種
が
生

息
し
、
特
異
な
生
態
系
を
持
つ
こ
と
が
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
逆
に
言
え
ば
こ
の
生
態
系
、
生
物

多
様
性
を
い
か
に
守
っ
て
い
け
る
か
が
、
登
録
の
カ

ギ
に
な
り
ま
す
。 

行
政
に
よ
る
保
護
、
管
理
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
基

盤
と
な
る
地
域
社
会
、
住
民
生
活
に
お
い
て
も
自
然

環
境
の
保
全
と
利
用
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

地
元
に
暮
ら
す
私
た
ち
が
、
小
笠
原
の
自
然
の
価

値
に
目
覚
め
、
世
界
遺
産
の
目
的
で
あ
る
「
人
類
共

通
の
財
産
と
し
て
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
」
と
い
う

認
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

【
登
録
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？
】 

 

ユ
ネ
ス
コ
へ
の
世
界
遺
産
の
推
薦
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
か
ら
毎
年
１
件
の
み
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。 

今
年
の
１
月
に
自
然
遺
産
で
あ
る
「
知
床
」
が
推

薦
さ
れ
、
平
成
17
年
に
は
「
石
見
銀
山
」
が
文
化
遺

産
と
し
て
推
薦
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。 

「
小
笠
原
諸
島
」
に
つ
い
て
は
、
課
題
な
ど
の
条
件

整
備
を
行
な
っ
た
う
え
で
、
平
成
18
年
２
月
の
推
薦

を
目
指
し
て
作
業
が
進
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。 

そ
の
後
、
現
地
調
査
、
パ
ネ
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な

ど
約
１
年
に
わ
た
る
審
査
・
審
議
を
経
た
う
え
で
認

め
ら
れ
れ
ば
、
平
成
19
年
６
月
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺

産
委
員
会
で
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 
次
回
は
「
登
録
の
影
響
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
自
然
遺
産
の
登
録
に

つ
い
て
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
、
知
り
た
い
こ
と

な
ど
を
村
役
場
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

企
画
課
企
画
係 

 

２
―
３
１
２
０ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)

の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
２ 

「
こ
ぶ
ち
ゃ
ん
」 

  

こ
ぶ
ち
ゃ
ん
は
イ
ル
カ
調
査
隊
の
調
査
で
最
も
頻

繁
に
観
察
さ
れ
て
い
る
オ
ス
の
イ
ル
カ
で
す
。
昨
年

の
６
月
か
ら
合
計
11
回
も
観
察
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

背
ビ
レ
の
左
面
に
あ
る
大
き
な
コ
ブ
が
特
徴
に 

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
イ
ル
カ
調
査
隊
の
間
で
い

つ
し
か
「
こ
ぶ
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
背
ビ
レ
自
体
の
形
も
前
縁
が
く
び

れ
て
い
て
非
常
に
特
徴
的
な
の
で
、
洋
上
か
ら
で
も

容
易
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

こ
ぶ
ち
ゃ
ん
は
、「
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク（
書
籍 

阪
急
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）」

や
「
イ
ル
カ
物
語
の
は
じ
ま
り
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ 

日
本
ク
ラ

ウ
ン
）」な
ど
の
出
版
物
に
も
た
び
た
び
登
場
し
て
い

る
、
有
名
人
な
ら
ぬ
「
有
名
イ
ル
カ
」
で
も
あ
り
ま

す
。 
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◎
第
31
回
Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・ 

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
養
成
講
座
（
勉
強
会
） 

 

「
ド
ル
フ
ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
」 

 

【
日
時
】
９
月
21
日
（火
） 

昼
の
部 

午
後
２
時
～
３
時
30
分 

 

夜
の
部 

午
後
７
時
～
８
時
30
分 

（
ど
ち
ら
か
一
方
） 

【
場
所
】
Ｂ
‐
し
っ
ぷ
２
階
会
議
室 

【
内
容
】 

ド
ル
フ
ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や
ス
イ
ミ
ン
グ

の
新
し
い
ガ
イ
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
楽
し
み
方
を

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
考
え
ま
す
。 

今
回
は
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
で
作
成
し
た
イ
ル
カ
の
個
体

識
別
用
カ
ー
ド
を
題
材
と
し
て
、
そ
の
活
用
の
た

め
の
ア
イ
デ
ア
を
皆
で
考
え
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５ 

 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

推
進
委
員
会
の
コ
ー
ナ
ー 

 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
す
す
め
パ
ー
ト
39 

「
離
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
報
告
書
パ
ー
ト
７

― 

観
光
振
興
が
も
た
ら
し
た
課
題 

―
」 

  

今
回
は
、
国
土
交
通
省
離
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
研

究
会
で
提
言
さ
れ
た
「
観
光
振
興
が
も
た
ら
し
た
課

題
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

【
自
然
環
境
へ
の
悪
影
響
】 

①
踏
圧
や
そ
れ
に
伴
う
土
壌
浸
食
に
よ
っ
て
景

観
を
害
し
た
り
、
赤
土
流
出
よ
る
生
物
相
へ
の

悪
影
響
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。 

②
帰
化
種
や
移
入
種
に
よ
っ
て
、
在
来
種
が
脅
か

さ
れ
て
い
る
。 

③
ウ
ミ
ガ
メ
探
索
の
光
害
に
よ
る
産
卵
へ
の
影
響 

 

④
餌
付
け
に
よ
る
周
辺
海
域
の
生
態
系
変
化 

⑤
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
に
よ
る
サ
ン
ゴ
の
破
壊 

⑥
固
有
植
物
・
昆
虫
の
盗
採 

 

【
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
】 

①
観
光
産
業
従
事
者
の
急
激
な
増
加
に
よ
る
同

業
者
の
客
の
奪
い
合
い
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
不
足

に
よ
る
ガ
イ
ド
の
質
の
低
下 

②
歩
道
、
車
道
、
空
き
地
の
無
許
可
使
用 

 

※
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

持
続
的
な
地
域
の
自
然
文
化

の
保
護
と
そ
の
観
光
利
用
の
両
立
を
図
っ
て
地

域
振
興
す
る
と
い
う
考
え
方
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
委
員
会
事
務
局 

（
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会
内
） 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
39 

 

― 

２
つ
の
小
さ
な
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス 

― 
 

島
の
繁
忙
期
も
過
ぎ
、
そ
ろ
そ
ろ
落
ち
着
き
を
取

り
戻
そ
う
と
し
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
。
８
月
に
あ

っ
た
、
２
つ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

◎
生
簀

い
け
す

ガ
メ
無
事
に
海
へ 

 

今
年
も
10
頭
の
母
ガ
メ
が
、
春
か
ら
夏
を
海
洋
セ

ン
タ
ー
の
生
簀
で
過
ご
し
、
無
事
産
卵
を
終
え
ま
し

た
。
こ
の
母
ガ
メ
た
ち
は
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
行
事
の
中
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
見
送
ら
れ
な

が
ら
故
郷
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。 

な
か
で
も
、
標
識
Ｙ
３
９
１
３
９
番
の
カ
メ
は
、

我
々
に
と
っ
て
ひ
と
き
わ
別
れ
が
名
残
惜
し
い
カ
メ

で
し
た
。
今
年
、
体
重
が
１
５
０
㎏
に
な
る
こ
の
カ

メ
は
、
過
去
16
年
間
に
、
我
々
と
５
回
も
会
っ
て
い

る
の
で
す
。
甲
羅
の
長
さ
も
、
最
初
の
発
見
か
ら
３
・

３
㎝
伸
び
て
お
り
、
成
長
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
小
笠
原
に
帰
っ
て
く
る
間
隔
は
、

平
均
４
・
１
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｙ
３
９
１

３
９
は
３
年
で
帰
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
も
し
か

し
た
ら
１
回
目
と
２
回
目
の
間
に
も
帰
っ
て
き
て
い

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

カ
メ
に
と
っ
て
、
人
生
（
亀
生
？
）
で
こ
れ
ほ
ど

何
度
も
人
間
に
遭
遇
す
る
こ
と
は
迷
惑
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
我
々
と
し
て
は
無
事
に
小
笠
原
に
帰
っ
て

き
て
、
ま
た
会
え
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

 
 

                    

◎
カ
ザ
ミ
物
語
続
行
中 

 

つ
い
先
日
、
ア
ラ
ス
カ
半
島
南
西
の
シ
ュ
ミ
ガ
ン

諸
島
海
域
で
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
調
査
を
さ
れ
て
い

る
ブ
リ
ー
さ
ん
こ
と 

B
riana 

W
itteveen 

さ
ん
か

ら
う
れ
し
い
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。 

１
９
８
９
年
以
来
、
小
笠
原
で
も
何
年
に
も
わ
た

り
確
認
さ
れ
て
い
る
カ
ザ
ミ
（※
）が
、
ま
た
ア
ラ
ス

カ
で
見
つ
か
っ
た
の
で
す
。
ア
ラ
ス
カ
で
は
、
こ
れ

で
２
回
目
の
発
見
と
な
り
ま
し
た
。 

カ
ザ
ミ
は
、
繁
殖
場
で
あ
る
小
笠
原
と
、
ま
だ 

は
っ
き
り
分
か
っ
て
い
な
い
餌
場
を
、
Ｉ
Ｄ
（
個
体

識
別
）
写
真
で
つ
な
ぐ
数
少
な
い
ク
ジ
ラ
の
中
の
１

頭
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
小
笠
原
―
ア
ラ
ス
カ
間
を

元
気
に
回
遊
し
続
け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

                            

【
お
礼
】 

今
夏
も
、
多
く
の
皆
様
か
ら
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す

る
情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
無
事
産
卵
期
が
終

了
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
）
２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://bonin-ocean.net 

Y39139 の１６年間の捕獲記録 
 

 遭遇年
発見 

場所 
情   報 

回帰 

年数 
甲長 

１ 1988 年 屏風谷
サマーフェスティバル 

大村海岸で放流 
― 95.0ｃｍ

２ 1993 年 境浦 
夜間パトロール中に 

遭遇 
5 年 97.0ｃｍ

３ 1997 年 境浦 
夜間パトロール中に 

遭遇 
4 年 97.1ｃｍ

４ 2001 年 境浦 
夜間パトロール中に 

遭遇 
4 年 97.9ｃｍ

５ 2004 年 二業地
サマーフェスティバル 

大村海岸で放流 
3 年 98.3ｃｍ

カザミの８回の遭遇記録 
 

 発見年 季節 発見場所 情報 

１ 1989 年 春 小笠原  

２ 1992 年 春 小笠原 出産 

３ 1994 年 冬 小笠原  

４ 1995 年 春 小笠原  

５ 2000 年 春 小笠原 出産 

６ 2001 年 夏 アラスカ  

７ 2003 年 春 小笠原 出産 

８ 2004 年 夏 アラスカ  

カザミの尾ビレ 

※日本のホタテ調査船「かざみ丸」

をアラスカ水産局がザトウクジラ

調査船として譲り受け、その船で撮

影されたことが名前の由来。 
 尾ビレは真っ黒だが右側の縁が

大きく２つにほれているので海上

でもすぐにわかる。 
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超超高高速速船船テテククノノススーーパパーーラライイナナーー（（ＴＴＳＳＬＬ））のの小小笠笠原原航航路路へへのの就就航航ががいいよよいいよよ間間近近にに迫迫っっててききままししたた。。  

船船体体はは、、三三井井造造船船玉玉野野事事業業所所（（岡岡山山））ににおおいいてて、、少少ししずずつつそそのの姿姿をを現現ししつつつつあありりまますす。。今今月月号号かからら毎毎号号ににわわたたりり、、船船体体のの建建造造  

状状況況、、就就航航ままででのの日日程程ななどど、、ＴＴＳＳＬＬにに関関すするる最最新新のの情情報報をを村村民民のの皆皆ささままににおお届届けけすするる予予定定でですす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

ＳＵＰＥＲ ＬＩＮＥＲ ＯＧＡＳＡＷＡＲＡ   

  

※ ＴＳＬに関するご意見などがございましたら、お気軽に企画課までお寄せください。 

●問合せ先 企画課 ２－３１２０ 

ＴＴＴＳＳＳＬＬＬ   コココーーーナナナーーー   ＶＶＶＯＯＯＬＬＬ．．．１１１   

Ｑ１． ＴＳＬはいつ就航するの？ 

来年の５月３１日までに造船所から船の持ち主に引き渡されることになっています。

そのあと、最終的な検査や乗組員の習熟運転などを行なうことになっており、現在、

来年夏の就航 に向け、関係者間で調整を行なっているところです。 

Ｑ２． 船はどのくらいできているの？ 

右の写真は、８月１７日現在の

建造風景じゃ。これを見ると、船

体の後ろの方から3分の2くらい

ができているのがわかるじゃろ。 

船体を少し浮かせて走るため

に、船の下に空気を吹き込む空間

があるのがよく見えるのう。甲板

の上に乗っている四角いところ

が旅客室になるところじゃよ。 

Ｑ３． 進水式はどうなっているの？ 

 １０月２８日に予定されているよ。進水式は、船を初めて海に浮かべるときに、船の安全を祈って

行なう式典のこと。僕が海に放流されるとき、みんなが見守りにきてくれるようなもんかな。船の持

ち主（テクノ・シーウェイズ）や運航会社（小笠原海運）が出席して造船所で行なわれるらしいよ。

小笠原村を代表して村長も出席する予定なんだって。 

 進水式の後も船にエンジンを載せたり、内装工事をしたりするから、完成まではまだ時間がかかる

みたいだよ。 



出港日 入港日

村立学校始業式 大腸がん検診申込締切

高校図書館開放（17:30～20:00） ポンコツ車島外搬出申込締切

定期予防接種（ポリオ、三種混合、 産科・婦人科専門診療（母島）

風疹、麻疹、日本脳炎） スポーツ選手ふれあい指導事業（野球教室）

親と子の交通安全教室・交通パレード

高校図書館開放（14:00～16:30）

入港日 敬老大会（父島）

父島動物巡回診療（～5） 敬老の日の集い（母島）

高校図書館開放（14:00～16:30）

出港日

産科・婦人科専門診療（父島 ～22,24）

眼科専門診療（父島 8,9） 講演会「産婦人科外来で扱う疾患について」

母島巡回労働相談 秋の全国交通安全運動（～30）

小型船舶操縦士免許、更新・失効講習申込（～22） OWAインタープリター養成講座

出港日 高校図書館開放（17:30～20:00）

高校図書館開放（17:30～20:00） 入港日

東京三弁護士会法律相談（母島）

乳幼児健診・歯科健診（父島）

東京三弁護士会法律相談（父島）

眼科専門診療（母島 ～11）

高校図書館開放（14:00～16:30）

入港日

おがさわら丸硫黄島3島クルーズ（～12） 出港日

高校図書館開放（14:00～16:30）

太平洋芸術祭と南洋踊りに関する研究会

乳幼児健診・歯科健診（母島）

出港日 村民意見・提案・相談受付窓口開設

高校図書館開放（17:30～20:00）

小笠原小学校 学校公開（～17）

小笠原高校公開講座申込締切 入港日

高校図書館開放（17:30～20:00） 地域振興に係る補助事業募集締切

小笠原振興開発計画の

素案に対する意見募集締切

14 火

13 月

12 日

30 木

25 土

26 日

28 火

29 水

16 木

15 水

11 土

6 月

9 木

7 火

10

18 土

日付 曜日

3 金

日

20 月

19

17 金

行　事　予　定 行　事　予　定日付 曜日

27 月

金

22 水

木23

24 金

21 火

8 水

1 水

5 日

4 土

2 木

秋分の日

敬老の日


